










現代社会が情報化社会と呼ばれるようになって久しく, 今や ITや IoTは,
我々の身近な生活において, そして企業の経済活動等においてインフラスト




AI音声アシスタント ｢Amazon Alexa｣, タクシーだけに留まらず食にまで広
がるウーバーのシステム, スマートフォンによるキャッシュレス決済等, こ
れら高度に発展した情報技術・情報環境により, 社会経済は大きく変わりつ
つあります｡ また, ユーザー側は, 情報機器を使いこなしながらインターネッ
トの海を, まさしくネットサーフィンしながら, あらゆる情報にアクセスで









西 村 順 二
す｡ インターネットのユーザー, そして SNSのユーザーはどのような特徴
を有しているのかを明らかにし, ある種のタイポロジーが存在することを明
らかにすることを目指します｡ そして, この SNSが如何にマーケティング
活動と親和性が高いかと言うことについても考察を加えてみます｡
2. スマートフォンの PCに対する代替性と優位性
我々の現代生活の中で, 今やスマートフォン (以下では, スマホとします｡)
やパーソナルコンピュータ (以下では, PCとします｡) が存在しない状況
を想定することができるでしょうか｡ これらの機器無くして, 生活をスムー
ズに送ることができるでしょうか｡ 疑うことなくその答えの多くは, 否でしょ
う｡ 今やスマホや PCは生活に無くてはならないものとなっています｡ スマ
ホが生活必需品の様になってしまったのは, そのもたらしてくれる便益がソ
リューションであるからです｡ 思い出の記録, 情報収集, コミュニケーショ
ン, 他者との連絡, メモ, エンタテイメント, 決済や支払い, 退屈しのぎ等々
さまざまな問題や不満, 困り事などに対する解決策をスマホが提供してくれ















右肩上がりで, 1 日当たりの接続時間が2012年の37.6分から, 2016年には61.3




分へと増加し, その利用場所という点では職場では PC, そして自宅ではモ
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図１：使用場所別に見た PCとモバイルのネット利用時間の推移
出所：総務省編 (2018) 『平成29年度版 情報通信白書－IcT白書2017－』 内の総務省情
報通信政策研究所 『情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査』｡
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出所：総務省編 (2018) 『平成29年度版 情報通信白書－IoT白書2017－』 内の 『総務省 通
信利用動向調査』｡





































総務省の 『平成30年版 情報通信白書』 に基づくと, ソーシャルメディア
は 『平成29年通信利用動向調査』 での定義に従い, ｢ブログ, ソーシャルネッ
トワーキングサービス (SNS), 動画共有サイトなど, 利用者が情報を発信





｡ そして, このソーシャルメディアとして具体的には, 以下のもの
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(２) 以下を参照されたい｡
総務省編 (2018) 『平成29年 通信利用動向調査報告書 (世帯編)』 用語集｡
が挙げられています｡ すなわち, ①Facebook, ②Twitter, ③LINE, ④その
他の SNS, ⑤その他のオンラインチャット, ⑥ブログ, ⑦情報・レビュー










されたものと, 位置づけられていますが, その実態から見ると, 特に ｢特定
多数の仲間と位置付けられる人と人の関わり, 繋がり, そして連携・連帯に
強みを生かす相互作用のツール｣ ということになります｡ SNSとは, Social
Networking Serviceであり, まさしく人と人とが結びつくインターネットに
おいてオンラインで実現するコミュニケーション・ツールのことを意味して










総務省編 (2019) 『平成30年版 情報通信白書』 pp. 164165｡
(３) 以下を参照されたい｡
総務省編 (2019) 『平成30年版 情報通信白書』 pp. 158160｡
ルであると言うことでしょう｡ また, それ故に自己承認欲求の高いユーザー
には, より適したツールとなったということでしょう｡
それでは, 本稿での SNSの定義はこの様に設定されるとして, この SNS
そのものに着目し, SNSの実態を見てみることにしましょう｡ 以下の図４
を見てください｡ 総務省の 『平成29年 通信利用動向調査』 によると, ソー
シャルメディアの使い方では, 圧倒的に ｢電子メールの送受信｣ が多いと言
えます｡ 実に80.2％の人々が電子メール活用ツールとして, ソーシャルメディ
アを使用しているということなのです｡ 次に多いのが ｢無料通話アプリの利
用｣ で, 55.4％に上ります｡ そして３位に ｢SNSの利用｣ が54.7％となりま
す｡ 第１位の電子メールの送受信, そして第２位の無料通話アプリは, 共に
基本的には個人間の連絡ツールです｡ そして基本的には使用容量などに大き





















な制限はなく, 無料で利用できるということに, その強みがあります｡ それ
は, 電子メールであり, Lineや Twitterであり, Line電話のおかげです｡ 図
４にある第１位の ｢電子メールの送受信｣ と第２位の ｢無料通話アプリの利
用｣ は, SNSの機能を活用しても行われているものでしょう｡ それは, ソー
シャルメディアを利用しているとはいえ, 実態としては他者との連絡ツール
としての利用が主であり, それを SNSが担当しているということなのです｡
そして, 情報検索機能ですら, 多くの若年者を中心に Instagramを活用し
て, ハッシュタグによる検索が行われているという現実からも, 他者との連















































































54.7 55.4 53.1 49.1
用者はソーシャルメディアユーザーの中でかなりの程度で中心的なユーザー






第一に, 小学生より上の世代で, 全般的に ｢電子メールの送受信｣ が高い
数字を示しています｡ ほぼ７割のユーザーが利用しています｡ そして年齢を
重ねても, それほど大きくは減少せず, 高い利用率を維持しています｡ 従っ





































第二に, 50歳代以上になると ｢商品・サービスの購入・取引｣ が２番目に
多い利用法となってきます｡ 利用比率は他の世代に比べて大きくはないので









集中しています｡ その中で ｢電子メールの送受信｣ だけは40歳～49歳という
年齢層がピークになっています｡ これは業務での利用が大きな比率を占めて
いるということの反映であるでしょう｡ そして, 総じて言えることは, いわ
























そこで, 現状での考察として, 年代別・性別ユーザーの SNS利用の差異
を確認しておきましょう｡ 以下の表１は, 総務省の 『平成29年版 情報通信
白書－IcT白書2017－』 に基づくものです｡ LINE, Facebook, Twitter, mixi,
Mobage, GREE, Google＋, YouTube, ニコニコ動画, Vine, そして
Instagramという SNSを, どれくらいのユーザーが利用しているのかを示し
たものです｡ 全体では YouTubeの利用者が最も多く, 68.7％の利用率です｡
次に, LINEが多く67.0％, そして Twitterの利用が27.5％と続いています｡
これを年齢別とで見てみると, LINEと YouTubeでは, 全世代で積極的に
利用されています｡ Facebookは, 20・30・40歳代がメインユーザーであり,
Twitterにおいては10歳代と20歳代において顕著に利用度は高くなっていま
す｡ Instagramは, 20歳代を中心に, 10歳代～30歳代において積極的に利用
されているようです｡ また, 性別で見てみると, 男女間で同じような利用度
分布を示していて, それほど大きな差異は見られませんが, ニコニコ動画の
利用については明らかに男性層が多く, Instagramの利用については明らか














67.0％ 32.3％ 27.5％ 6.8％ 5.6％ 3.5％ 26.3％ 68.7％ 17.5％ 2.9％ 20.5％
10代
(N＝140)
79.3％ 18.6％ 61.4％ 2.9％ 6.4％ 3.6％ 28.6％ 84.3％ 27.9％ 5.7％ 30.7％
20代
(N＝217)
96.3％ 54.8％ 59.9％ 13.4％ 9.2％ 6.9％ 29.5％ 92.2％ 36.4％ 7.4％ 45.2％
30代
(N＝267)
90.3％ 51.7％ 30.0％ 9.4％ 9.7％ 4.5％ 37.5％ 88.4％ 19.5％ 3.7％ 30.3％
40代
(N＝313)
74.1％ 34.5％ 20.8％ 8.3％ 4.8％ 3.2％ 30.0％ 77.3％ 15.3％ 1.6％ 16.0％
50代
(N＝260)
53.8％ 23.5％ 14.2％ 5.8％ 4.2％ 2.7％ 25.4％ 55.4％ 9.2％ 1.2％ 12.3％
60代
(N＝303)
23.8％ 10.6％ 4.6％ 1.0％ 1.0％ 1.0％ 10.2％ 29.7％ 6.6％ 0.3％ 1.3％
男性
(N＝756)
63.6％ 32.0％ 25.7％ 6.5％ 7.5％ 4.2％ 25.4％ 72.0％ 19.8％ 2.1％ 13.9％
男性10代
(N＝72)
70.8％ 16.7％ 54.2％ 2.8％ 9.7％ 5.6％ 23.6％ 81.9％ 27.8％ 4.2％ 20.8％
男性20代
(N＝111)
94.6％ 50.5％ 53.2％ 14.4％ 14.4％ 9.0％ 33.3％ 91.0％ 46.8％ 4.5％ 34.2％
男性30代
(N＝136)
86.0％ 46.3％ 30.1％ 5.1％ 11.8％ 5.1％ 34.6％ 90.4％ 20.6％ 2.9％ 18.4％
男性40代
(N＝159)
68.6％ 36.5％ 21.4％ 8.8％ 6.3％ 5.7％ 25.2％ 78.0％ 17.6％ 1.9％ 11.3％
男性50代
(N＝130)
49.2％ 24.6％ 11.5％ 6.2％ 4.6％ 0.0％ 23.8％ 59.2％ 6.9％ 0.8％ 6.9％
男性60代
(N＝148)
23.6％ 14.2％ 4.1％ 1.4％ 1.4％ 1.4％ 13.5％ 40.5％ 8.8％ 0.0％ 0.0％
女性
(N＝744)
70.4％ 32.5％ 29.3％ 7.1％ 3.6％ 2.7％ 27.3％ 65.3％ 15.1％ 3.6％ 27.3％
女性10代
(N＝68)
88.2％ 20.6％ 69.1％ 2.9％ 2.9％ 1.5％ 33.8％ 86.8％ 27.9％ 7.4％ 41.2％
女性20代
(N＝106)
98.1％ 59.4％ 67.0％ 12.3％ 3.8％ 4.7％ 25.5％ 93.4％ 25.5％ 10.4％ 56.6％
女性30代
(N＝131)
94.7％ 57.3％ 29.8％ 13.7％ 7.6％ 3.8％ 40.5％ 86.3％ 18.3％ 4.6％ 42.7％
女性40代
(N＝154)
79.9％ 32.5％ 20.1％ 7.8％ 3.2％ 0.6％ 35.1％ 76.6％ 13.0％ 1.3％ 20.8％
女性50代
(N＝130)
58.5％ 22.3％ 16.9％ 5.4％ 3.8％ 5.4％ 26.9％ 51.5％ 11.5％ 1.5％ 17.7％
女性60代
(N＝155)
23.9％ 7.1％ 5.2％ 0.6％ 0.6％ 0.6％ 7.1％ 19.4％ 4.5％ 0.6％ 2.6％
(出所) 総務省編 (2018) 『平成29年版 情報通信白書－IcT白書2017－』 内の総務省情報通
信政策研究所編 『情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査研究報告書』｡
クラスター分析を用い, 男女の性別の差異と年齢層の区別に基づき, 男性10
歳代, 男性20歳代, 男性30歳代, 男性40歳代, 男性50歳代, 男性60歳代, 女
性10歳代, 女性20歳代, 女性30歳代, 女性40歳代, 女性50歳代, そして女性
60歳代からなる12タイプを, ある程度の塊に整理するものです｡ 分析の結果,
ここでは４つのクラスターに分類されます｡ つまり以下の図６に示されてい
るように, ｢男性10歳代, 男性30歳代, そして女性10歳代｣ からなる第１ク
ラスター, ｢男性40歳代, 女性50歳代, 男性50歳代, そして女性40歳代｣ か
らなる第２クラスター, ｢女性20歳代, 女性30歳代, 男性20歳代｣ からなる
第３クラスター, そして, ｢男性60歳代と女性60歳代｣ からなる第４クラス
ターの４つのクラスターが存在することになるのです｡ これら４つのクラス
ターは, 以下のような特徴を持つことになります｡
















0 5 10 15 20 25
第１クラスターは, SNSの利用等において LINEや Facebookを活用しつ
つ, Instagramや Facebookによる情報発信にも興味を持っている層であり,
第３クラスターのようなバランス良く全ての SNSを活用していく層への予
備軍的な位置づけになるでしょう｡ もちろん, 年齢的には遡れませんが, ユー
ザーとして遡って深化していくということです｡
第２クラスターは, LINEと YouTubeを中心とした SNSユーザーであり,
積極的に情報発信するというよりは, 業務上の連絡ツールとして活用しつつ,
趣味としての受動的利用を行っているグループであるでしょう｡
第３クラスターは, 連絡手段として LINE や Twitter, を利用しつつ,
Facebookや Instagramも活用しながら, 自己の情報発信も行っていく, バラ
ンスより多種の SNSを活用するグループと言えるでしょう｡
そして第４クラスターは, 全ての SNS で利用数値が極端に低く, ほぼ
SNSを利用することがないグループと言うことができるでしょう｡
5. SNS 利用の諸特徴








信, そして商品 (実物財とデジタル財を含む) やサービス等の購入が SNS
の実際の大きな利用方法であると言えるでしょう｡
さて, それでは SNSユーザーは, 何故 SNSを利用するのでしょうか｡
ソーシャルメディアの本質と SNSユーザーの類型（西村順二)
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図７：SNSの利用率の推移
出所：総務省情報通信政策研究所編 (2018) 『平成29年 情報通信メディアの利用時間と
情報行動に関する調査報告書』, に基づき一部修正｡







































































うか｡ これについて考えてみましょう｡ 図８は, モバイルからのインターネッ
ト利用をしている時間の推移をみる二時点での比較です｡ なお, ここで言う
モバイルとは, 従来の携帯電話 (フィーチャーフォン, いわゆるガラ系携帯
電話) とスマホとを合算したものを示しています｡
この図から明らかなように, すでに上記で見た第４クラスターに属する,










先ず, 全世代での利用用途を見ておきましょう｡ 図９を見て下さい｡ 平日
の利用用途比較では, 圧倒的に ｢SNSを見る・書く｣ が多数を示し, 30.9分
と１位を示しています｡ 次が, ｢メールを読む・書く｣ で, 19.7分です｡ そ
して ｢ブログやウエブサイトを見る・書く｣ で16.7分, その次が ｢オンライ
ンゲーム・ソーシャルゲームをする｣ で, 15.5分です｡ 以下, ｢動画投稿・
共有サイトを見る｣ が9.1分, ｢その他のインターネット利用｣ が5.2分, ｢ネッ
ト通話を使う｣ が5.1分, そして ｢オンデマンド型の動画配信サービスを見
る｣ が1.5分となっています｡ SNSを活用して情報の発信と入手ということ
に, 多くのユーザーは時間を費やしています｡ つまり, そのための機器であ
り, ツールがスマホなのです｡ それは, ブログやウエブサイトへの書き込み
ソーシャルメディアの本質と SNSユーザーの類型（西村順二)
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図９：全世代でのスマホの利用用途 (分)





































































































































































10歳代 26.1 15.2 72.8 29.2 0.4 32.2 6.3 2.7
20歳代 21.4 27.1 59.0 17.1 3.8 24.0 16.4 10.2
30歳代 19.2 17.5 24.0 6.1 1.0 13.0 2.7 5.4
40歳代 17.3 17.3 19.9 5.0 1.3 13.7 1.1 4.3
50歳代 21.0 9.8 11.4 1.8 1.3 9.4 2.2 3.9




しての機能であり, SNSのような主体的, 積極的, そして相互作用的な仲
間との関わりを志向したものではなく, 単なる連絡ツールとしてのものであ
ると言えるでしょう｡ それは, 図10にある年代別の利用度を見ても明らかで
す｡ 全ての世代において, ｢メールを読む・書く｣ は, 高い時間数を示して





















ましょう｡ SNSの利用度では, 最も多いのが10歳代の72.8分, ２番目に多い
のが20歳代の59.0分, 三番目に多いのが30歳代の24.0分, ４番目に多いのが
40歳代で19.9分, そして50歳代の11.4分, 60歳代の4.0分と続きます｡ 10歳代
から40歳代については, 同年代での他の利用用途の中で, この SNSの利用
がもっと高い数字を示しています｡ すなわち, これらの世代ではスマホの利
用用途と言えば, SNSを閲覧したり, 書き込みしたりということが中心で
あるということです｡ これが, 50歳代と60歳代になると, SNSにはそれほ
どの利用時間を割かないようです｡ むしろ, メールの読み書きに多くの時間
を割いています｡ この２つの世代では, メールの読み書きが, 最も大きな利
用時間を示す利用用途で, 50歳代では21.0分, そして60歳代では13.8分を費
やしています｡











代, 男性30歳代, そして女性10歳代｣ からなる第１クラスター, ｢男性40歳
代, 女性50歳代, 男性50歳代, そして女性40歳代｣ からなる第２クラスター,
｢女性20歳代, 女性30歳代, 男性20歳代｣ からなる第３クラスター, そして,
｢男性60歳代と女性60歳代｣ からなる第４クラスターの４つのクラスターに





















































シャルメディアでは, 掲示板やレビューサイト, そして mixiなどが位置さ
れます｡ フィード型のソーシャルメディアでは, Facebook や Twitter,
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(４) 以下を参照されたい｡





方の台頭です｡ 製品・サービスを顧客が利用して初めて価値 (使用価値, 経
験価値) が生まれるということになります｡ この状況下では, 消費者は使用
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(５) 以下を参照されたい｡
総務省編 (2018) 『平成30年版 情報通信白書』 pp. 158160｡
































0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(％)
5.3 8.4 17.3 10.2 58.9
7.7 8.8 16.7 7.2 59.7
3.9 6.9 12.0 5.3 71.8
17.0 15.4 16.3 9.4 41.8
3.8 4.3 8.0 81.9
7.7 85.6
4.6 5.4 17.8 6.6 65.6
6.6 29.8 8.6 53.0
4.2 14.9 8.4 71.6
3.9 4.5 88.4




















Macs D. & P. B. Brown, (2012) “SEXY LITTLE NUMBERS -How to Grow Your Busi-




総務省編 (2001) 『情報通信白書 2000年度』｡
総務省編 (2018) 『平成29年 通信利用動向調査報告書 (世帯編)』 用語集｡
総務省編 (2018) 『平成29年 通信利用動向調査』｡
総務省編 (2018) 『平成29年度版 情報通信白書―IcT白書2017―』｡
総務省情報通信政策研究所編 (2018) 『平成29年 情報通信メディアの利用時間と情
報行動に関する調査報告書』｡
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